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日本産ホソカタムシ類図説
ムキヒゲホソカタムシ科・コブゴミムシダマシ科

青木淳一著
B5判，93頁［カラー］

昆虫文献六本脚　3,800円＋税

青木淳一さんといえば，土壌性ダニの大家とし
て大変有名な先生である．大著「土壌動物学」（1973
年，北隆館）の立派な背表紙を見るだけで，青木
さんの偉大さがわかろうと言うものである．
そんなエライ先生が，退職後ホソカタムシ（ヒ
ラタムシ上科ムキヒゲホソカタムシ科とゴミムシ
ダマシ上科コブゴミムシダマシ科）の研究を始め
られた．いや，再開された．
その後のご活躍の様子は，会員のみなさんはど
なたもご存知だろう．きっと青木さんの頭のなか
はホソカタムシでいっぱいなのに違いない．なに
しろ，5 mmに満たない虫に「grandis」なんて命
名をしちゃう方な
のである．普通（あ
くまでも，虫屋と
しての「普通」だ
けど），グランディ
スなんていうとオ
オクワガタとかヒ
ゲナガカミキリと
か誰が見ても立派
な虫につける名前
である．
御自身で描かれ
た精緻な図を駆使して解説された前著「ホソカ
タムシの誘惑」（2009年，東海大学出版会）には
48種が解説され，一気にホソカタムシというマ
イナーな虫を身近なものにした．僕のまわりでも
ホソカタムシに興味を持ち始めた友人が続出した
し，僕自身，ホソカタムシのカッコよさに魅せら
れてしまった．最近では「ホソカタムシを狙って」
採集に出かけることもしばしばである．本当にホ
ソカタムシに誘惑されてしまったわけである．
僕自身のことはさておき，「ホソカタムシの誘
惑」が，日本のホソカタムシ相の解明に果たした
役割は大変大きいものがある．多くは青木さん自
身によってだが，毎年いくつもの新種や日本未記
録種が発見されることになったし，ホソカタムシ
の分布記録が発表される機会も増えた．

さて，その青木さんが，またしてもホソカタム
シの本を出版された．
今回掲載解説されたのはなんと 65種．日本産

既知種のすべてである．昨年末，Edaphologia (89)
(日本土壌動物学会 )に記載されたチョーカッコ
いい新種 Pycnomerus yoshidaiツチホソカタムシ，
さらには今年記録されたばかりの Bitoma sulcata
ムナグロナガセスジホソカタムシまでも図示解説
されている．「誘惑」から，たった 3年しかたっ
ていないのに 17種も増加したのは，驚愕以外の
何ものでもない．ちなみに多くの雑甲虫屋にとっ
てバイブル的図鑑である，原色日本甲虫図鑑（III）
（1985年，保育社）には，「ホソカタムシ科」と
して 25種が 1プレートに図示（他にコブゴミム
シダマシ科 3種，タマムシモドキ科 1種）されて
いるだけであるから，現在では，この図鑑は少な
くともホソカタムシの同定には殆ど使えない．
「誘惑」では和名に「ホソカタムシ」がついて
いないという理由（＝旧ホソカタムシ科ではな

い）で，掲載されて
いなかった（元祖）
コブゴミムシダマシ
科 の Phellopsis（ ア
トコブゴミムシダマ
シ）や Usechus（ヨ
コミゾゴミムシダマ
シ），さらには近年
この科に編入された
Monomma（タマムシ
モドキ）もちゃんと
掲載されている．

また，今回の本には，全ての種について鮮明な
原色拡大写真が載せられているのも魅力の一つで
ある．今回初めてカラーで図示される種も少なく
ない．
「誘惑」にあった青木さんの手によるモノクロ
全形図は非常に美しく，また標本と較べながらの
同定には大変有用ではあるが，残念なことに，ま
だ見たことのないムシのイメージが湧きにくい．
今回，「誘惑」と見比べてみてあらためてカラー
写真（＝色彩）から得られる情報の多さを認識し
た．
しかし，その一方で，手書き図の有用性も再確

認することになった．青木さんによる新種記載に
は同定に有用なパーツの図が多用されているが，
この本も同様である．部分図はやはり写真より絵
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の方が良いと思う．不要な情報は全てカットされ，
有用な情報のみが目に入る．しかも，親切なこと
に図中に同定の視点が文字で記入されている．こ
の手法は，むし社発行の「BE-KUWA」とか「ク
ワガタムシ大図鑑」などでも使われているが，解
説と図を見比べなくてもよいことから，スピー
ディーな同定が可能となっている．
いわば，ほぼ絵合わせだけで，非常に正確な同
定ができてしまうのである．「英文が付いていな
いから外国の研究者には評価されない」なんて言
う方もいるかもしれないけれど，日本語が読め
なくても日本産ホソカタムシの正確な同定ができ
る，というのは実にスバラシイことではないか，
と思う．
じゃあ，図だけで済ましているか，というとそ
うではなく，種ごとの詳細な解説のほかに複数の
種を有する属にはちゃんと種への検索がついてい
る．シノニミックリスト，4ページもの参考文献，
さらには 32枚におよぶ「ホソカタムシの住む枯
れ木」の写真とその解説，おまけに？青木さん自

身の生態写真や顔
写真までついてい
る．
いわば，至れり

尽くせりの図鑑な
のである．
ただ，僕個人に

とっては残念なこ
とがひとつあっ
た．それはオオダ
イヨコミゾコブゴ
ミムシダマシのア
ンテナが出ていないことである．この標本は僕
が青木さんの「喜寿祝い」に差し上げたものだ
けど，こういう本に図示されるのなら，ちゃん
とアンテナを出した標本を差し上げるべきだっ
た．なにしろ，これ以外の図示標本は全部アン
テナがちゃんと出されていたのだ．

（秋田勝己）


